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令和５年 12 月 16 日（土曜日）に令和５年度水道フレンズ交流会を実施しました。交流

会へのご応募・ご参加、誠にありがとうございました。17 名の方にご参加いただきました。 

応急給水に関する説明会、給水体験、意見交換会を実施しました♪ 

給水体験は外で行うので雨が心配でしたが、無事お天気に恵まれました。 

交流会での屋外プログラムは４年ぶり。久しぶりの開催となりました！ 

 

交流会の様⼦  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説明会の様子です。 

災害時の応急給水について、職

員が説明を行いました。 

関東大震災後 100 年の節目とも

あって、皆さん熱心にお聞きく

ださいました。 

応急給水体験の様子です。 

実際に給水車から給水袋に水を入れ、背負ってもらいまし

た。ペットボトルやポリタンクより、リュック型の給水袋の

方が運びやすいことを実感していただけたようです。 



 

 
     

 
参加した⽅の声（交流会終了後のアンケートから抜粋） 
 親切、丁寧。とてもわかりやすいご対応でした。 

 新しい体験と新しい情報を得ることが出来た。 

 毎回参加者と県職員の方の意見交換が勉強になります。 

 コロナも空け、活発に意見交換ができて良かったです。 

 皆さんの意見を拝聴でき、有意義だった。 

 現業部門の大変さがよくわかりました。 

 県営水道について、良い勉強ができたと思います。 

 応急給水体験も意見交換会もとても良かったです。 

 安全な水をいただいていることに感謝しています。 

 いつも交流会を楽しみにしています。次回も参加したい。 

 事業者さんが協力して頑張っていることがよく理解できました。 

 今後も交流会などがあれば、参加させていただきたいです。今日はどうも

ありがとうございました。 
 
 

おかげさまで、私たちもフレンズの皆さまと 
楽しい時間を過ごすことができました。 

 これからも交流会を企画してまいりますので、ぜひご応募 
ください！ 

 

意見交換会の様子です。 

テーマは「災害意識」と「30

年後の県営水道の目指す姿」

について、フレンズの皆さま

か ら 、 普 段 使 っ て い る 水 道

や、給水体験で感じたことな

どについて率直なお話をいた

だきました。 


